
質問１１ 代議員立候補の受理について

（該当箇所：p.29-30、2023 年度事業報告、選挙管理委員会、2）2023 年度代議員改選）

「一般社団法人 日本作業療法士協会 定款施行規則」において、

第 9 条 会員が本会に登録する所属都道府県は、次のいずれかとする。

  (1) 常勤の場合は、勤務先の所在地

  (2) 非常勤のみの場合は、勤務先の所在地又は現住所

  (3) 勤務していない場合は、現住所

と、定めています。

一般社団法人日本作業療法士協会 2024 年度社員一覧（※所属は 2024 年 4 月 1 日現在の会

員管理システム登録データによる）において、

千葉県【定数：７】 の選挙区に、所属が埼玉県にある「日本医療科学大学」の社員さんが

記載されています。この社員さんは、「日本医療科学大学」の非常勤のみの場合だったので、立

候補を受理したのでしょうか？

回答

この社員は会員情報システムに登録されている「所属都道府県」が千葉県であったので、千葉県

選挙区の立候補者として受理されました。

質問 10 で回答したことと同様で、定款施行規則第 9 条に合わないことになりますが、本会はこ

の規定を柔軟に運用しているのが実情です。その背景にあるのは「協会員＝士会員」の理念です。

この第 9 条は第 2 項で「会員は、勤務先の所在地又は現住所の都道府県において、当地の都道府

県作業療法士会の構成員となることを原則とする。」と定めており、これはまた、本会が各都道府

県作業療法士会との間で 2015 年に交わした協定書の第 2 条として「構成員の両団体所属の原則」

を謳っていることとも連動しています。申すまでもなく、本会と士会の両方に所属している会員

にとって、所属士会の所在地である都道府県と、本会に登録されている「所属都道府県」が一致し

ていることが、自然で分かりやすく、また、士会や本会の活動を行う上でも現実的です。したがっ

て、諸事情によってそこが一致していない場合、「協会員＝士会員」を推奨している本会としては、

所属士会の所在地である都道府県のほうを優先し、本会に登録する「所属都道府県」をそれに合

わせるという運用をしています。例えば、ある県士会の役員が当該県選出の代議員でもあるよう

な場合で、勤務先施設の事情で、隣県の系列病院に一時的に異動となっただけだとしても、「所属

都道府県」をその隣県に変えるのが規定どおりの対応ということになります。しかしちょうどその

ときに代議員の改選が行われると、その会員は自分が役員になっている士会の県では代議員にな

ることができないことになってしまい、その会員個人にとってだけでなく、その県の会員にとって

も不利益になりかねません。そこで本会は、第 9 条第 1 項の規定を原則としては堅持しながらも、

杓子定規に厳密に適用することはせず、会員の勤務および活動の実態に合わせて柔軟に運用して

いる次第です。こうした運用と定款施行規則との齟齬については、定款施行規則の規定のほうに

不備がある可能性が大きく、運用の実態に合わせて規定を改定することが理事会の一つの課題で

あると捉え、検討したいと考えています。


